
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
                 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本紙は埼玉県警察ホームページ 【 暮らしの安全 → 山岳情報 → 山岳救助隊ニュース 】 に掲載しています。 

 

 寒かった冬の季節も終わり、いよいよ春山シーズンです。 

 近年の山岳遭難発生状況を見ると、令和３年中の山岳遭難の発生件数が統計の残

る平成７年以降、過去最多を記録しており、今年も高い水準で推移しています。 

 特に春の連休期間の前後は、麓は初夏の装いでも、山では天候が急変すれば降雪

もあり、例年、春の連休期間に多くの山岳遭難が発生しています。 

 楽しい登山にするために、次の点に注意しましょう。 

○ ゆとりのある計画 

  早い時間に下山や目的地に到着できるよう、ゆとりある登山計画を立て、予想外の 

 天候の悪化に注意し、天候によっては登山計画の変更や中止を検討しましょう。 

 

○ 登山届を必ず提出 

  登山届は、山岳遭難が発生した時に、警察による捜索、救助活動を迅速に行うため 

 の手がかりとして活用するものです。登山届は登山する山を管轄する警察署や交番、 

 登山口の登山ポストに提出し、家族や職場にも登山届内容を伝えておきましょう。電 

 子申請による届け出も受け付けています。 

 ○ 残雪、凍結に注意 

  確実にアイゼンを携行し、わずかな区間の凍結であってもこまめにアイゼンの装着 

 を行いましょう。凍結箇所が落ち葉で埋もれ、凍結に気づかずに滑落する危険がある 

 ため、特に日当たりの悪い場所では慎重に歩きましょう。 

 

登山届提出 

 

情報発信 

  登山届の提出は安全登山の第一歩。 
 自分の技量や装備に見合った登山計画を立て、必
ず、家族や職場などにも行き先等を伝えておきまし
ょう。 
 

 Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）で山岳遭難情報を
随時発信していますので、参考にしてください。 
 アカウント：埼玉県警察地域部地域総務課 
       ＠spp_chisouka      
   


